
 

 

ボランティアだよりの費用は県共同募金会の配分金の一部を充てています。 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  基本プラン 天災・地震補償プラン 特定感染症重点プラン 

ケガの補償 

死亡保険金 １，０４０万円 

後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額） 

入院保険金日額 ６，５００円 

手術 

保険金 

入院中の手術 ６５，０００円 

外来の手術 ３２，５００円 

通院保険金日額 ４，０００円 

特定感染症 補償開始日から 10 日以内は補償対象外 初日から補償 

地震・噴火・津波によるケガ × ○ ○ 

賠償の補償 賠償責任保険金（対人・対物） ５億円 

年間保険料 ３５０円 ５００円 ５５０円 

発行 社会福祉法人 甲州市社会福祉協議会 
甲州市塩山上於曽 977－5  
TEL34-8195   FAX34-9270 

編集  ボランティアだより編集委員会 
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１．加入対象者  

社会福祉協議会及びその構成員・会員ならびに社会福祉協議会が運営するボランティアセンターに 

登録しているボランティア（個人・団体） 

２．補償期間  

令和５年４月１日（中途加入の場合は加入申込手続き完了日の翌日）から令和６年３月３１日まで 

３．保険料   ３５０円～５５０円（下記表の３プラン） 

※甲州市内を活動拠点とし甲州市ボランティアセンターに登録しているボランティア（個人・団体 

問わず）に対し、1人当たり３５０円の保険料を助成します（差額分は自己負担）。 

 

※令和５年度の加入申込は３月より受付を開始しています。 
 
 

 

≪新型コロナウイルス感染症への対応≫ 

医師に「新型コロナウイルス感染症」と診断された日が令和４年９月２６日以降の場合、宿泊施設・

自宅での療養を「入院」とみなして保険金をお支払いする取扱いの対象を「重症化リスクの高い方*」と

しています。（注）今後、変更となる可能性があります。 

*以下の方をいいます。 

・６５歳以上の方 ・入院を要する方 ・妊婦 

・重症化リスクがあり、新型コロナ治療薬の投与または新型コロナ罹患により酸素投与が必要な方 

※新型インフルエンザは補償されません。（感染症予防法で「新型インフルエンザ等感染症」に分類） 

受付窓口・問い合わせ先：甲州市社会福祉協議会 ☎０５５３-３４-８１９５ 

 

 



 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

グループ 日にち 時間 場所 

車イスダンス【車イスダンスの会】 ４日 午前９：３０～ 中央区区民会館 

点字勉強会【コスモスの会】 ２日・１６日 午後１：３０～ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 

いきいきサロン【すみれ会】 ２０日 午後１：３０～ 中央区区民会館 

朗読勉強会【やまびこ会】 ２２日 午後１：３０～ ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 

手作り作業【つみくさ会】 ２３日 午前中 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 

声の広報 【やまびこ会】 塩山保健福祉センター 

高齢者テレホンサービス 月～金曜日  塩山保健福祉センター 

ボランティアだより【編集委員会】 ３日・１３日  ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ事務所 
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市内小中学校で福祉体験学習の依頼があった際にお手伝いをして下さる福祉教育サポーター（ボラ

ンティア）を養成する講座を開催します。皆様の参加をお待ちしております！ 

1.日    時  令和 5年 3月 17日（金）午後 1時 30分～3時 30分（予定） 
 
2.会    場  甲州市民文化会館 2階 大会議室 
 
3.内    容  ①福祉教育について（座学） 
         ②車いす体験 
         ③アイマスク・白杖体験 
         ④高齢者疑似体験 
 
4.対    象  市内在住で、養成講座受講後福祉教育サポーターとして活動可能な方 
          
5.定    員  18名 ※定員になり次第締め切ります 
 
6.申込み締切   令和 5年 3月 10日（金） 
 
7.そ  の  他  動きやすい服装でお越しください 

申込・問い合わせ先 甲州市社会福祉協議会 ☎0553-34-8195 

 
 

2月 7日（火）3・4年生を対象にアイマスク・白杖体験を実施しました。はじめに、視覚障害者へ

の理解を深めてもらおうと甲州市社会福祉協議会が製作した動画を使って、視覚障害者の生活に触れ、

自分たちの住んでいる町には視覚障害者のためにどんな工夫や仕組みがあるのかを学びました。 

次にアイマスク・白杖体験を行い、階段を上ったり、点字ブロックの上を歩いたりするなどして目の

見えない世界を体験しました。 
★児童たちの感想★ 
・目のふじ由な人の気もちがよく分かりました。 

・ビデオをみて視覚しょう害者はかいだんの高さを白杖やかい助者、

もうどう犬で助けてもらってくらしていることがわかりました。 

・もしもどこかでしょうがいしゃが困っていたら助けてあげようと

思います。 


